
村上農業普及指導センター

【コシヒカリ】

本年 指標比 前年比 本年 指標比 前年比 本年 指標差 前年差 本年 指標差 前年差

山北
（大毎）

5/12 64 107% 128% 398 85% 106% 10.0 -0.3 0.2 40.1 5.1 -0.6

朝日
（川端）

5/15 67 105% 114% 556 116% 120% 11.0 -0.1 0.2 36.9 1.9 -2.2

村上
（山辺里）

5/16 64 103% 100% 275 60% 57% 10.9 0.1 0.3 40.1 5.1 -1.6

神林
（牛屋）

5/10 66 110% 110% 380 86% 89% 10.9 0.4 0.4 35.6 1.6 -0.9

荒川
（名割）

5/12 65 114% 116% 405 90% 104% 10.6 0.2 0.2 40.9 3.9 0.1

関川
（下関）

5/12 66 111% 112% 507 106% 117% 10.8 0.2 0.6 38.7 2.2 -3.9

平均 5/12 66 109% 112% 438 94% 101% 10.8 0.1 0.3 38.0 2.7 -1.6

○平均は水稲作付面積に応じて、加重平均を出しています。

【こしいぶき】

本年 指標比 前年比 本年 指標比 前年比 本年 指標差 前年差 本年 指標差 前年差

神林
（牛屋）

5/10 68 131% 124% 551 128% 134% 11.4 0.3 1.0 41.7 4.7 1.0

【五百万石】

本年 指標比 前年比 本年 指標比 前年比 本年 指標差 前年差 本年 指標差 前年差

村上
(鋳物師)

5/11 65 112% 110% 328 86% 99% 11.8 0.3 0.6 43.3 4.3 1.7
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☆農道・畦畔の草刈りを継続して、カメムシ類のすみかをなくしましょう☆

こしいぶきは、幼穂長を確認して、生育量が大きい場合は、１回目穂肥
は遅め控えめに施用してください。
○コシヒカリは出穂1ヶ月前になりつつあります。中干し終了後は、間断かん水で根の健全

化を図り、徐々に飽水管理に移行してください。
○カメムシ類の発生状況は6月末現在平年並で、7月に入り増加しています。農道・畦畔の

草刈りを徹底しましょう。

当面の管理のポイント

草丈：やや長い 茎数：並～やや少 葉数：並 葉色：やや濃い
○6月末から7月上旬にかけて夜温が高く推移したため上位葉が急伸長し、草丈がやや

長くなっている。

○コシヒカリの最高分げつ期は、6月末頃であったが、強風地域では、７月上旬頃に後ず

れした。茎数はほ場によりバラツキがあるものの、全般的には指標値並から少なめに

なっている。

○全般的に褪色が緩慢で、葉色が指標値よりやや濃い状態が続いている。

○こしいぶきは既に幼穂形成期に達しているほ場が多く、ほぼ平年並みであるが、葉色

が濃く草丈が長めのほ場多い。

生 育 概 況

問い合わせ先：村上農業普及指導センター
ＴＥＬ ： 0254-52-7930   E-mail ： ngt111240@pref.niigata.lg.jp


